
平成２６年度９月補正予算主要事項

（単位：千円）

一般財源

総 務 部
政 策 企 画 部

111,446 国 78,946 32,500
社会保障・税番号制度（マイナンバー）の実施に向けたシステム整備等に要す
る経費

債務負担行為
 260,000

健 康 福 祉 部 2,000 － 2,000
平成２７年４月からの介護保険制度改正に伴い、市町村が行うこととなる介護
予防事業の円滑な移行等を支援するため、協議会を設置

健 康 福 祉 部 44,000 繰入 44,000 －
平成２７年４月からの子ども・子育て支援新制度の導入を見据え、新設施設等
の保育士の確保を支援する

商 工 労 働
観 光 部

3,000 － 3,000
京都経済センター（仮称）の整備に向けた基本合意を受け、関係団体とともに
具体的な検討・調査を実施し、整備計画を策定

商 工 労 働
観 光 部

30,000 － 30,000
地域の消費拡大に向けて新たな観光客の取り込みや海の京都等との連携、Ｉ
ＣＴ技術の活用等により、商店街等の活性化を戦略的に展開

商 工 労 働
観 光 部

30,000 － 30,000
織物産地を復興し、地域経済の下支えを推進するため、設備投資意欲の高ま
りを後押しし、織物産業の事業拡大や新商品開発を支援

備　　考

社会保障・税番号制度システ
ム整備費

事　　　　　　項 予　算　額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要
特定財源

保育士緊急確保対策事業費

部 局 名

経済中核施設検討費

地域消費拡大事業費

織物産業特別強化支援事業
費

介護予防円滑移行支援事業
費



平成２６年度９月補正予算主要事項

（単位：千円）

一般財源
備　　考事　　　　　　項 予　算　額

財　　源　　内　　訳
事　　業　　の　　概　　要

特定財源
部 局 名

64,000 繰入 63,200 800
京都府緊急雇用対策基金を活用して、人材確保対策を実施するとともに、求
職者及び非正規の在職者に対する正規雇用化を促進

26 当初
 4,211,778
26 6月
 113,000

中小企業人材確保緊
急対策事業費

(20,000) 繰入 (19,200) (800)
女性や高齢者、就職未内定新卒者と、人材が不足している業種(建設、介護・
福祉、小規模ものづくり)の中小企業をマッチングするため、短期のインターン
シップ制度を創設

保育士緊急確保対策
事業費(再掲)

(44,000) 繰入 (44,000) －
平成２７年４月からの子ども・子育て支援新制度の導入を見据え、新設施設等
の保育士の確保を支援する

建 設 交 通 部 500,000 起 500,000 －
近年の大雨等に対する府民ニーズの高まりに応え、小規模な地域の基盤整
備を行うことにより、身近な安心・安全の向上と地域経済の活性化を図る

26 当初
 2,850,000

建 設 交 通 部 5,000 － 5,000
近年の土砂災害等の被害状況を重視し、京都大学防災研究所と協働し、市町
村等に提供している土砂災害警戒情報等の種類・精度等を専門的見地から
再検証し、高度化を図る

建 設 交 通 部
年度当初時期の工事量の減少を緩和し、年間を通じた円滑な工事執行と仕事
量を確保

建 設 交 通 部
地盤が軟弱であることから復旧方法の検討を進めていた平成２５年台風２７号
で流出した有路下橋（福知山市大江町）について、工法の検討が整ったことか
ら、次期出水期に向け、早期の復旧を図る

(2,500,000)

平成２６年度河川等災害復旧
事業費（債務負担行為）

(230,000)

土砂災害情報高度化検討費

府民公募型整備事業費（安
心・安全対策）

単独公共事業執行平準化対
策費（債務負担行為）

健 康 福 祉 部
商 工 労 働
観 光 部

緊急雇用対策事業費(一部再
掲)
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（単位：千円）

一般財源
備　　考事　　　　　　項 予　算　額

財　　源　　内　　訳
事　　業　　の　　概　　要

特定財源
部 局 名

警 察 本 部 5,000 国 2,500 2,500
賃貸マンション等の防犯性能に係る優良認定のための審査、認定基準の策定
や捜査用資機材の整備により、増加傾向にある性犯罪等への緊急抑止対策
を実施

警 察 本 部
ＥＳＣＯ事業を活用し、110番指令センター等における照明器具の省エネ化を
実施

民活型110番指令センター等
省エネ推進事業費（債務負担
行為）

(40,000)

犯罪抑止緊急対策費


